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榮倉奈々さんと赤楚衛二さんがW主
演を務める、10月スタートの連続ドラ
マ。吉田紀子さんによるオリジナル脚
本で、トラブルメーカーの兄を持つ医
師と、重病の妹を支える兄との禁断の
ラブサスペンスを描く。

あにいもうと

◆リスクにどう対応するか
ビジネスを取り巻く環境の変
化や消費者ニーズの多様化を
背景に注目されているのが、既
存事業とは異なる新たな分野に
進出する「多角化戦略」です。複
数の事業を保有することで、収
益拡大やリスク分散、企業価値の向上など、成長力を高め
る効果が期待できます。一方、経営資源の分散や組織構造
の複雑化、管理コストの増大、ブランドの不明瞭化といった

デメリットも。こうしたリスクにどう対応するかが、多角化を
推進するうえでの重要なポイントになります。

◆自社に合った規模と事業で
新しい市場への参入には、多大な費用や人材などが必
要です。経営資源に限りのある中小企業は、初期投資を自
社に見合った規模に抑え、段階的に多角化を進めることが
推奨されます。保有するリソースや技術が生かせる分野を
進出する領域に選べば、既
存事業とのシナジー効果が
生まれやすくなり、リスク回
避にもつながるでしょう。ま
た、事前に撤退基準を明文
化するなど、客観的な意思
決定の仕組みを作っておく
のも重要です。

これまでのAIが、主に情報を
認識し、判断する役割を担って
きたのに対し、「フィジカルAI」と
は、センサーなどを通じて現実
世界を理解し、物理的な実体を
伴って自律的に行動する技術を
指す。ロボットや自動運転車、工場内で稼働する産業機械
などが該当する。肉体的な負担が大きい作業の現場をはじ
め、医療や災害対応などでの活用が期待されている。

2017年の『舞台「弱虫ペダル」新インター
ハイ篇～スタートライン～』で、主人公に抜
てきされて俳優デビュー。アニメ映画『天気
の子』（19年）では、2000人を超えるオー
ディションを経て主役を勝ち取り、同作で声優アワード新
人男優賞に輝く。『野球部に花束を』（22年）で実写映画初
主演、『シガテラ』（23年）で連続ドラマ初主演を飾った。
今年は、ドラマ『雪煙チェイス』に参加したほか、舞台『千

と千尋の神隠し』ではハク役を続投。今月11日に、主演映画
『マッチモンド』が公開される。

1985年、海洋学者ロバート・バラードさん率
いる調査チームが、大西洋の水深約3800メートルの海底
で、豪華客船「タイタニック号」の残骸を発見した。タイタ
ニック号は、12年4月10日に米ニューヨークへ向けて英国
サウサンプトンを出港。カナダのニューファンドランド沖で
氷山に衝突し、沈没した。

明日水曜日は「旬菜」をお届けします！

医師と患者が対等な立場で相談しながら、治療法を選択して
いくアプローチ「シェアード・ディシジョン・メイキング（共同意
思決定）」。標準治療が確立されていない、選択肢が複数ある
といったケースで活用される。

159円57銭（▼07銭） 114円65ー66銭 66,311円93銭（▼93円63銭）



※がん検診は、正しい方法を正しく行うことで、がんによる死亡リスクの低下が期待できる一方、「エックス線検査による放射線被ばく」等のデメリットが
あるとされています。がん検診に対する理解を深め、健康と安心のために適切に利用してください。詳細については「がん検診についての解説ビラ」を
ご覧ください。

日本生命は全国の自治体と協定等で連携し、
健康増進・疾病予防に関する取組みを推進しています

市町村で受診できるがん検診は
「無料」または「少額の自己負担」で受けられます

（※市町村により異なります）

URL

がん対策推進企業アクション
ホームページ

https://www.gankenshin50.mhlw.go.jp/
contact-by-municipality/contact.php

がん対策推進企業アクションとは

日本生命は「がん対策推進企業アクション」の推進パートナー企業
として、がん検診受診の大切さを呼びかけています

がん検診受診率向上と治療と仕事の両立支援を目指す、
厚生労働省の委託を受けた国家プロジェクト。
職域におけるがん検診受診率向上を企業連携で推進して
いくことで、“がん”と前向きに取り組む社会気運を醸成。企業
が率先して「がん検診受診」の大切さを呼びかけることにより、
受診率60％以上を目指します。

※随時更新されていますが、
古い情報が含まれている
場合があります

市町村でのがん検診について、詳細は以下の
サイトよりお住まいの区域をご確認ください

あなたの街の「がん検診」
市町村別 がん検診に関する

お問い合わせ先

がん対策推進企業アクション 市町村別がん検診 検索

生24-3138,商品開発G


